平成27年度　事前評価調書（総事業費10億円以上）
	事業名
	一般府道長尾八幡線（都市計画道路内里高野道線）道路改良事業

	担当部署
	都市整備部 交通道路室 道路整備課 建設グループ（連絡先06－6944－9280）

	事業箇所
	枚方市長尾家具町2丁目～高野道1丁目

	事業目的
	　本路線は、枚方市北東部の国道1号から京都府八幡市に建設中の新名神高速道路
(仮称)八幡ICへのアクセス道路である。
新名神高速道路の平成35年度末全線開通に合わせて本路線を整備することで、自動車交通の円滑化により、周辺道路の交通混雑緩和や広域交通ネットワークの強化を図るものである。
併せて、自転車歩行者道を整備することによる、歩行者・自転車の安全確保を目的としている。


	事業内容
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道路築造

　延長：1.0km（京都府界～国道1号）
現道拡幅部：0.6km（国道1号～府道長尾八幡線）

新設部　　：0.4km（府道長尾八幡線～京都府界）

幅員：22.0m　
車道：4車線（3.25m×4) 
自転車歩行者道：両側（3.5m×2）　

	事業費
	全体事業費：約62億円（国：34.1億円、府：27.9億円）

（内訳）調査費等　約  1億円
用地費　　約54億円

　　　　　工事費　　約  7億円

	
	【事業費の積算根拠】

予備設計により、線形、断面等を設定し、数量を

算出した。事業費は積み上げにより算出。
	【工事費の内訳】

・道路築造工　　約 4億円
・舗装工　　　　約 3億円

	事業費の変動要因
	【他事業者との協議状況】

・国土交通省と国道1号交差協議済み。
・府境界を跨ぐ幹線道路となるため、京都府と構造等の設計協議済み。

・枚方市と市道交差点協議済み。
・近接して並走する新名神高速道路の管理者である西日本高速道路㈱と設計協議済み。
【今後の事業費変動要因の予測】

・関係機関との協議は概ね完了しているため、構造変更による変動の可能性は低い。

・沿道には、店舗や業務用施設が立地している。地権者への補償費の算定については、概算額で計上しており、具体的な補償費は、今後詳細な調査により確定することから、変動する可能性がある。

	維持管理費
	約４百万円／年

	関連事業
	・新名神高速道路 建設事業（西日本高速道路㈱）

・一般府道 八幡インター線　道路事業（京都府）

・都市計画道路 内里高野道線 街路事業（京都府）


	上位計画等に

おける位置付け
	【上位計画】

大阪府都市整備中期計画（案）H24.3

	優先度
	・本路線は、新名神高速道路の(仮称)八幡ICからのアクセス道路になるため、新名神高速道路の全線開通予定である平成35年度末の同時供用開始を目指し、優先的に整備する必要がある。


	事業を巡る社会

経済情勢等
	【周辺道路の整備状況】
・新名神高速道路は、平成35年度末の全線開通を目指し、西日本高速道路㈱が事業中である。
・京都府境から都市計画道路山手幹線までの区間は、京都府が同時期に道路整備する。また、都市計画道路山手幹線から新名神高速道路(仮称)八幡ICまでの区間は、平成28年度末の新名神高速道路（八幡～城陽間）の開通に合わせ、京都府が事業中である。

【交通量】

・H24交通量（現道拡幅部）
11,800台/24H
・H42年推計交通量（現道拡幅部）
24,100台/24H
・完成予定年度：　平成35年度末


	地元の協力体制等
	・地元市から早期整備の要望がある。

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	【効果項目】
・走行時間短縮
・走行経費減少

・交通事故減少
【分析結果】
・B/C＝2.12　B＝108.7億円　C=51.4億円
※総便益及び総費用は基準年（平成27年）における現在価値で算出している。

　　　社会的割引率は年4％、全線供用開始は平成35年度末、

費用便益の算定期間は供用開始から50年としている。

【算出方法】

・国土交通省「費用便益分析マニュアル」（平成20年11月）

【受益者】
・道路利用者


	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、
活力、快適性等
の有効性）
	【安全・安心】

・歩車道分離により歩行者・自転車の安全が確保される。
【活力】

・国道１号と新名神高速道路のアクセス道路であり、物流効率化に繋がる。
・大阪府と京都府を繋ぐ府県間道路であり、地域間交流連携の強化に繋がる。
【快適性】

・平成35年度末の新名神高速道路全線開通に合わせ、国道1号から八幡ICへのアクセス性が向上する。
・十分な幅員が確保された自転車歩行者道の整備により快適性が向上する。
【受益者】
・道路利用者

	事業段階ごとの

進捗予定と効果
	・平成28年度　　　：用地測量・詳細設計
・平成29～32年度　：物件調査・用地買収

・平成33～35年度　：工事

	完成予定年度
	平成35年度末

	代替手法との

比較検討
	・周辺状況や並行する新名神高速道路等への接続状況を検討した結果、代替手法との比較検討の余地はない。

	自然環境等への

影響とその対策
	・周辺道路の交通混雑が緩和され、大気質への負荷物質排出量の抑制に寄与する。

	その他特記事項
	－


	外部の専門家

による意見等
	－

	意見等への対応
	－


	対応方針
（原案）
	○事業実施
＜判断の理由＞

・本路線は、新名神高速道路(仮称)八幡ICへのアクセス道路として、必要不可欠な道路であり、平成35年度末全線開通に合わせて整備することで、自動車交通の円滑化により、周辺道路の交通混雑緩和や広域交通ネットワークの強化が図られる。
・十分な幅員が確保された自転車歩行者道の整備により、歩行者・自転車の安全が確保され、快適性も向上する。
以上の理由により、事業を実施する。



